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【公開日】平成30年12月20日(2018.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2018-049
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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月19日(2021.2.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技に関する主な制御を実行する主制御手段と、
　その主制御手段から出力される制御信号に基づいて制御を行う従制御手段と、を備えた
遊技機において、
　前記主制御手段は、
　判別条件の成立に基づいて判別を実行する判別手段と、
　その判別手段の判別結果が予め定められた特定の判別結果となったことに基づいて、遊
技者に有利な特典遊技を実行する特典遊技実行手段と、
　前記判別手段の判別結果を示す判別結果信号を前記従制御手段に出力する第１出力手段
と、
　所定の取得条件の成立に基づいて、前記判別手段の判別に用いる判別情報を取得する判
別情報取得手段と、
　その判別情報取得手段により取得された前記判別情報を、予め定められた特定の情報数
を上限として、当該取得された判別情報が前記判別手段の判別に用いられるまで記憶可能
に構成された判別情報記憶手段と、
　前記判別情報取得手段によって取得された前記判別情報に基づく判別情報信号を、前記
判別条件が成立するよりも前に前記従制御手段に出力可能な第２出力手段と、を備え、
　前記従制御手段は、
　前記第１出力手段により出力された前記判別結果信号と、前記第２出力手段により出力
された前記判別情報信号と、を少なくとも受信可能に構成された信号受信手段と、
　その信号受信手段により前記判別結果信号が受信されたことに基づいて、その受信され
た判別結果信号が示す判別結果に応じた第１演出を実行する第１演出実行手段と、
　前記信号受信手段により前記判別情報信号が受信されたことに基づいて、その受信され
た判別情報信号に応じて第２演出を実行するか判別する第１実行判別手段と、
　その第１実行判別手段による判別で前記第２演出を実行すると判別されたことに基づい
て、当該判別よりも後に実行される１又は複数の前記第１演出の実行期間に渡る前記第２
演出の実行を設定する第１設定手段と、
　前記信号受信手段により前記判別情報信号が受信されたことに基づいて、その受信され
た判別情報信号に応じた特定情報を、所定の情報数を上限として、対応する前記判別結果
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信号が前記信号受信手段により受信されるまで記憶可能に構成された情報記憶手段と、
　所定の設定条件の成立に基づいて、前記第２演出の実行の設定が抑制される抑制状態を
設定する状態設定手段と、
　予め定められた所定条件が成立したことに基づいて、前記情報記憶手段に記憶された全
ての前記特定情報に対して、一度に予め定められた法則に従った所定の処理を行うための
所定処理手段と、
　一群のデータで構成されたデータであって、前記所定の処理の結果である所定のデータ
を所定の記憶領域に記憶する手段と、
　前記抑制状態が設定された後で予め定められた特定条件が成立したことを契機として、
前記抑制状態を終了させる終了手段と、
　前記特定条件が成立したことを契機として、前記所定の記憶領域に記憶された前記所定
のデータを用いて、前記第２演出を実行するか判別する第２実行判別手段と、
　その第２実行判別手段による判別で前記第２演出を実行すると判別されたことに基づい
て、当該判別よりも後に実行される１又は複数の前記第１演出の実行期間に渡る前記第２
演出の実行を設定する第２設定手段と、を備え、
　前記所定条件は、少なくとも前記抑制状態が設定されてから前記第２実行判別手段によ
る判別が実行されるまでの間に成立し得る条件で構成されており、
　前記所定のデータは、前記情報記憶手段に記憶された前記特定情報の中に、前記特定の
判別結果に対応する前記判別情報に基づく前記特定情報が含まれているか否かを少なくと
も識別可能なデータで構成されており、
　前記所定処理手段は、所定の前記特定情報に対応するデータが前記所定のデータとして
前記所定の記憶領域に反映されることを抑制可能であり、
　前記特定条件は、前記判別手段による新たな判別が実行可能となる場合に成立し得る条
件であることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記主制御手段を収納可能な収納手段を備えることを特徴とする請求項１記載の遊技機
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、遊技に関する主な制御を実行する
主制御手段と、その主制御手段から出力される制御信号に基づいて制御を行う従制御手段
と、を備えたものであって、前記主制御手段は、判別条件の成立に基づいて判別を実行す
る判別手段と、その判別手段の判別結果が予め定められた特定の判別結果となったことに
基づいて、遊技者に有利な特典遊技を実行する特典遊技実行手段と、前記判別手段の判別
結果を示す判別結果信号を前記従制御手段に出力する第１出力手段と、所定の取得条件の
成立に基づいて、前記判別手段の判別に用いる判別情報を取得する判別情報取得手段と、
その判別情報取得手段により取得された前記判別情報を、予め定められた特定の情報数を
上限として、当該取得された判別情報が前記判別手段の判別に用いられるまで記憶可能に
構成された判別情報記憶手段と、前記判別情報取得手段によって取得された前記判別情報
に基づく判別情報信号を、前記判別条件が成立するよりも前に前記従制御手段に出力可能
な第２出力手段と、を備え、前記従制御手段は、前記第１出力手段により出力された前記
判別結果信号と、前記第２出力手段により出力された前記判別情報信号と、を少なくとも
受信可能に構成された信号受信手段と、その信号受信手段により前記判別結果信号が受信
されたことに基づいて、その受信された判別結果信号が示す判別結果に応じた第１演出を
実行する第１演出実行手段と、前記信号受信手段により前記判別情報信号が受信されたこ
とに基づいて、その受信された判別情報信号に応じて第２演出を実行するか判別する第１
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実行判別手段と、その第１実行判別手段による判別で前記第２演出を実行すると判別され
たことに基づいて、当該判別よりも後に実行される１又は複数の前記第１演出の実行期間
に渡る前記第２演出の実行を設定する第１設定手段と、前記信号受信手段により前記判別
情報信号が受信されたことに基づいて、その受信された判別情報信号に応じた特定情報を
、所定の情報数を上限として、対応する前記判別結果信号が前記信号受信手段により受信
されるまで記憶可能に構成された情報記憶手段と、所定の設定条件の成立に基づいて、前
記第２演出の実行の設定が抑制される抑制状態を設定する状態設定手段と、予め定められ
た所定条件が成立したことに基づいて、前記情報記憶手段に記憶された全ての前記特定情
報に対して、一度に予め定められた法則に従った所定の処理を行うための所定処理手段と
、一群のデータで構成されたデータであって、前記所定の処理の結果である所定のデータ
を所定の記憶領域に記憶する手段と、前記抑制状態が設定された後で予め定められた特定
条件が成立したことを契機として、前記抑制状態を終了させる終了手段と、前記特定条件
が成立したことを契機として、前記所定の記憶領域に記憶された前記所定のデータを用い
て、前記第２演出を実行するか判別する第２実行判別手段と、その第２実行判別手段によ
る判別で前記第２演出を実行すると判別されたことに基づいて、当該判別よりも後に実行
される１又は複数の前記第１演出の実行期間に渡る前記第２演出の実行を設定する第２設
定手段と、を備え、前記所定条件は、少なくとも前記抑制状態が設定されてから前記第２
実行判別手段による判別が実行されるまでの間に成立し得る条件で構成されており、前記
所定のデータは、前記情報記憶手段に記憶された前記特定情報の中に、前記特定の判別結
果に対応する前記判別情報に基づく前記特定情報が含まれているか否かを少なくとも識別
可能なデータで構成されており、前記所定処理手段は、所定の前記特定情報に対応するデ
ータが前記所定のデータとして前記所定の記憶領域に反映されることを抑制可能であり、
前記特定条件は、前記判別手段による新たな判別が実行可能となる場合に成立し得る条件
である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　請求項２記載の遊技機は、請求項１記載の遊技機において、前記主制御手段を収納可能
な収納手段を備える。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の遊技機によれば、遊技に関する主な制御を実行する主制御手段と、その主制御
手段から出力される制御信号に基づいて制御を行う従制御手段と、を備えたものであって
、前記主制御手段は、判別条件の成立に基づいて判別を実行する判別手段と、その判別手
段の判別結果が予め定められた特定の判別結果となったことに基づいて、遊技者に有利な
特典遊技を実行する特典遊技実行手段と、前記判別手段の判別結果を示す判別結果信号を
前記従制御手段に出力する第１出力手段と、所定の取得条件の成立に基づいて、前記判別
手段の判別に用いる判別情報を取得する判別情報取得手段と、その判別情報取得手段によ
り取得された前記判別情報を、予め定められた特定の情報数を上限として、当該取得され
た判別情報が前記判別手段の判別に用いられるまで記憶可能に構成された判別情報記憶手
段と、前記判別情報取得手段によって取得された前記判別情報に基づく判別情報信号を、
前記判別条件が成立するよりも前に前記従制御手段に出力可能な第２出力手段と、を備え
、前記従制御手段は、前記第１出力手段により出力された前記判別結果信号と、前記第２
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出力手段により出力された前記判別情報信号と、を少なくとも受信可能に構成された信号
受信手段と、その信号受信手段により前記判別結果信号が受信されたことに基づいて、そ
の受信された判別結果信号が示す判別結果に応じた第１演出を実行する第１演出実行手段
と、前記信号受信手段により前記判別情報信号が受信されたことに基づいて、その受信さ
れた判別情報信号に応じて第２演出を実行するか判別する第１実行判別手段と、その第１
実行判別手段による判別で前記第２演出を実行すると判別されたことに基づいて、当該判
別よりも後に実行される１又は複数の前記第１演出の実行期間に渡る前記第２演出の実行
を設定する第１設定手段と、前記信号受信手段により前記判別情報信号が受信されたこと
に基づいて、その受信された判別情報信号に応じた特定情報を、所定の情報数を上限とし
て、対応する前記判別結果信号が前記信号受信手段により受信されるまで記憶可能に構成
された情報記憶手段と、所定の設定条件の成立に基づいて、前記第２演出の実行の設定が
抑制される抑制状態を設定する状態設定手段と、予め定められた所定条件が成立したこと
に基づいて、前記情報記憶手段に記憶された全ての前記特定情報に対して、一度に予め定
められた法則に従った所定の処理を行うための所定処理手段と、一群のデータで構成され
たデータであって、前記所定の処理の結果である所定のデータを所定の記憶領域に記憶す
る手段と、前記抑制状態が設定された後で予め定められた特定条件が成立したことを契機
として、前記抑制状態を終了させる終了手段と、前記特定条件が成立したことを契機とし
て、前記所定の記憶領域に記憶された前記所定のデータを用いて、前記第２演出を実行す
るか判別する第２実行判別手段と、その第２実行判別手段による判別で前記第２演出を実
行すると判別されたことに基づいて、当該判別よりも後に実行される１又は複数の前記第
１演出の実行期間に渡る前記第２演出の実行を設定する第２設定手段と、を備え、前記所
定条件は、少なくとも前記抑制状態が設定されてから前記第２実行判別手段による判別が
実行されるまでの間に成立し得る条件で構成されており、前記所定のデータは、前記情報
記憶手段に記憶された前記特定情報の中に、前記特定の判別結果に対応する前記判別情報
に基づく前記特定情報が含まれているか否かを少なくとも識別可能なデータで構成されて
おり、前記所定処理手段は、所定の前記特定情報に対応するデータが前記所定のデータと
して前記所定の記憶領域に反映されることを抑制可能であり、前記特定条件は、前記判別
手段による新たな判別が実行可能となる場合に成立し得る条件である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】１２２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【１２２５】
１０　　　　　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
１００　　　　　　　　　　基板ボックス（収納手段）
１１０　　　　　　　　　　主制御装置（主制御手段）
１１３　　　　　　　　　　音声ランプ制御装置（従制御手段）
２２３ａ　　　　　　　　　入賞情報格納エリア（情報記憶手段）
Ｓ２１４　　　　　　　　　特典遊技実行手段
Ｓ３０５　　　　　　　　　判別手段
Ｓ３１０　　　　　　　　　第１出力手段の一部
Ｓ４０６　　　　　　　　　判別情報取得手段
Ｓ４０７　　　　　　　　　事前特定手段
Ｓ４０８　　　　　　　　　第２出力手段の一部、判別情報信号生成手段
Ｓ９０１　　　　　　　　　第１出力手段の一部、第２出力手段の一部
Ｓ４１１１　　　　　　　　信号受信手段
Ｓ４３０１　　　　　　　　ビット設定手段
Ｓ４３１１　　　　　　　　状態設定手段
Ｓ４４０５　　　　　　　　所定処理手段
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Ｓ４４０６～Ｓ４４０８　　情報判別手段、第１実行判別手段、第１設定手段
Ｓ４４１１　　　　　　　　第２実行判別手段
Ｓ４４１２，Ｓ４４１４　　第２演出実行手段、第２設定手段
Ｓ４５０５　　　　　　　　第１演出実行手段
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